
 実施団体：
特定非営利活動法人プラス・アーツ

 対象国・地域
ネパール国 カトマンズ盆地5都市

 現地カウンターパート
インフォーマル・セクター・サービス・センター
Informal Sector Service Center[INSEC]

カトマンズ盆地の防災の取組みの課題と成果

日本への波及効果

課題
• 防災教育教材の更なる充実と防災クラブの拡大。
• 防災ラーニングセンターを活用し、行政や地域が連携
して取組みを定着させること。

成果
・ネパールの教育課程に位置付けられた既存のクラブ（
委員会）活動を活用し、防災教育を実施した。授業負担
を増やさず実践でき、教員の参画も円滑となった。
・防災クラブの児童生徒は、開発した教材を用いて主体
的に学び、他児童や保護者、地域へ発信することで、学
校を超えた防災理解の向上につながった。
・防災教育の拠点として整備した防災ラーニングセンタ
ーでの防災イベントやワークショップの実施を通して、
防災クラブの教職員や児童生徒の防災の担い手としての
資質が向上した。

パートナー型

学校に立ち上げた防災クラブを核として、
地域コミュニティーと連携した防災活動を展開しよう！

学校のクラブ活動を活用した防災コミュニティー
のモデル形成 (2022年～2025年)

• 本邦研修実施時にネパールのモデル教職員が日本
の学校を訪れることで、日本の児童・生徒及び教
職員との交流の機会を創出。

• 今後は作成教材を活用し、日本国内でニーズの高
まる多言語防災の充実に貢献をめざす。

• 本事業がモデルケースとなり、学校や地域におけ
るクラブ活動を活用した防災教育普及の仕組みが
日本国内においても展開しはじめている。

市民の防災に関係した国際理解の促進

 協力内容：
・防災教育教材・プログラムの開発と実践。
・モデル校の近隣の学校への防災クラブ活動の拡大普及。
・防災ラーニングセンター運営にかかる人材育成と企画運営。
・防災クラブを活用し、地域コミュニティーや行政と連携した
防災コミュニティーモデルの形成。

 団体のこれまでの取り組み
・阪神・淡路大震災の被災体験を元に考案された防災教育プログラム
「イザ！カエルキャラバン！」の開発をきっかけに2006年に設立。
国内外で「楽しく学ぶ防災教育」を普及している。

・2015年のネパール／ゴルカ地震を受け、2017年よりJICA草の根技
術協力事業を活用してネパールでの防災教育を実施している。

■ 事業実施の背景：
・フェーズ1では防災教育教材の開発と教員の能力強化を実施し、
フェーズ2ではモデル校に防災クラブを設置してクラブ活動を活
用した防災教育普及の取り組みを開始した結果、防災教育への
関心が高まった。これを踏まえ、地域での取組全体を強化すべ
く、防災クラブを拡大活用し、地域住民や行政との連携による
防災コミュニティーモデルの形成を目指すこととなったもの。


